
月
つき

一
いち

っ子
こ

のみなさんへ 

  

 みなさん、こんにちは。 

 もうすぐ、６月
がつ

。一週間後
いちしゅうかんご

には、みなさんに会
あ

うことができるんだと思
おも

うと、

待
ま

ち遠
どお

しくてなりません。６月
がつ

１日
ついたち

がとっても楽
たの

しみです。 

６月
がつ

１日
ついたち

と言
い

えば、「衣替
ころもが

え」ですね。日本
に ほ ん

には、春
はる

・夏
なつ

・秋
あき

・冬
ふゆ

の四季
し き

があ

り、夏
なつ

と冬
ふゆ

では、気温
き お ん

が大
おお

きく異
こと

なっています。夏
なつ

は暑
あつ

くて、冬
ふゆ

は寒
さむ

いです。で

すから、夏
なつ

と冬
ふゆ

では、着
き

る物
もの

がまったく違
ちが

っています。このように季節
き せ つ

によって

着
き

る物
もの

や身
み

に付
つ

ける物
もの

を替
か

えることを「衣替
ころもが

え」と言
い

います。昔
むかし

から６月
がつ

１日
ついたち

は、着
き

る物
もの

を冬物
ふゆもの

から夏物
なつもの

に替
か

える衣替
ころもが

えの日
ひ

とされています。その逆
ぎゃく

の夏物
なつもの

から冬物
ふゆもの

に替
か

えるのは、１０月
がつ

１日
ついたち

の衣替
ころもが

えです。 

 この衣替
ころもが

えの習慣
しゅうかん

は平安
へいあん

時代
じ だ い

（今
いま

から１０００年
ねん

以上
いじょう

も昔
むかし

）の天皇家
てんのうけ

や貴族
き ぞ く

の行事
ぎょうじ

から始
はじ

まったと言
い

われています。最初
さいしょ

は、中国
ちゅうごく

の風習
ふうしゅう

にならって夏服
なつふく

と

冬服
ふゆふく

を着替
き が

えたそうで、その後
ご

、季節
き せ つ

による取
と

り替
か

えを衣服
い ふ く

以外
い が い

でもするように

なり、扇
おうぎ

などの持
も

ち物
もの

や床
とこ

の間
ま

にかける絵画
か い が

、ふすまなどの調度品
ちょうどひん

まで夏物
なつもの

と

冬物
ふゆもの

ができ、衣替
ころもが

えが行
おこな

われるようになったそうです。 

冷暖房
れいだんぼう

が発達
はったつ

している今
いま

の時代
じ だ い

では、１年
ねん

に２回
かい

の衣替
ころもが

えの必要性
ひつようせい

も低
ひく

いか

もしれませんね。でも、四季
し き

のある日本
に ほ ん

だからこそ、続
つづ

いてきた習慣
しゅうかん

だとする

なら、一年中
いちねんじゅう

暑
あつ

かったり寒
さむ

かったりする国
くに

にはない贅沢
ぜいたく

な習慣
しゅうかん

とも言
い

えそう

です。 


